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楽しく学
び　つながり　活かす　生涯学習

文化財保護強調週間です
11月1日（金）～7日（木）は

（関連記事はP2～3）

土佐のオナガドリ（特別天然記念物）

タンチョウ（特別天然記念物）
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11
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）は

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す

　

毎
年
11
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
は
、
文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す
。
全

国
で
文
化
財
の
公
開
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

羽
村
市
で
は
、「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
３
」
参
加
事
業
と
し
て
、

国
指
定
文
化
財
や
東
京
都
指
定
文
化
財
の
公
開
・
解
説
カ
ー
ド
の
配
布
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
市
内
の
文
化
財
散
歩
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習
推
進
係　

内
線
362
・
363

・
阿
蘇
神
社
本
殿（
都
指
定
有
形
文
化
財
）

・
阿
蘇
神
社
の
シ
イ（
都
指
定
天
然
記
念

物
）

・
武
蔵
野
台
地
西
部（
羽
村
地
域
）の
養
蚕

関
係
用
具（
都
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）

▼
市
指
定
文
化
財

・
禅
福
寺
の
山
門（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
一
峰
院
の
鐘
楼
門
（
市
指
定
有
形
文
化

財
）

・
稲
荷
神
社
本
殿（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
五
ノ
神
社
本
殿（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
宗
禅
寺
薬
師
堂（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
松
本
神
社
本
殿（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
山
根
坂
上
遺
跡
出
土
の
釣
手
土
器（
市

指
定
有
形
文
化
財
）

・
一
峰
院
の
十
一
面
観
音
坐
像（
市
指
定
有

形
文
化
財
）

・
禅
福
寺
の
文
殊
菩
薩
坐
像（
市
指
定
有

形
文
化
財
）

・
禅
林
寺
の
十
一
面
観
音
立
像（
市
指
定
有

形
文
化
財
）

・
宗
禅
寺
の
釈
迦
如
来
坐
像
お
よ
び
迦
葉
・

阿
難
像（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
指
田
家
文
書（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
中
根
家
文
書（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

・
阿
蘇
神
社
の
木
彫
狛
犬（
市
指
定
有
形

文
化
財
）

・
阿
蘇
神
社
出
土
の
中
世
瓦（
市
指
定
有

形
文
化
財
）

・
小
作
の
宝
篋
印
塔（
市
指
定
有
形
文
化

財
）

・
八
雲
神
社
の
山
車
（
市
指
定
有
形
民
俗

文
化
財
）

・
阿
蘇
神
社
の
神
輿
（
市
指
定
有
形
民
俗

文
化
財
）

・
羽
村
の
祭
り
ば
や
し
（
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
）

・
吉
祥
寺
跡
（
市
指
定
史
跡
）

・
天
明
義
挙
記
念
碑
（
市
指
定
史
跡
）

・
伝
三
田
雅
楽
之
助
平
将
定
等
の
墓
（
市

指
定
史
跡
）

・
玉
川
上
水
羽
村
陣
屋
跡
（
市
指
定
旧

跡
）

・
玉
川
上
水
（
史
跡
）
（
羽
村
市
・
福

生
市
・
昭
島
市
・
立
川
市
・
小
平

市
・
小
金
井
市
・
西
東
京
市
・
武
蔵

野
市
・
三
鷹
市
・
杉
並
区
・
世
田
谷

区
・
渋
谷
区
）

・
宮
川
家
住
宅
主
屋
・
納
屋
（
登
録
有

形
文
化
財
）

▼
都
指
定
文
化
財

・
ま
い
ま
い
ず
井
戸
（
都
指
定
史
跡
）

・
羽
村
橋
の
ケ
ヤ
キ
（
都
指
定
天
然
記

念
物
）

▼
国
指
定
・
登
録
文
化
財

・
羽
村
の
民
家
（
旧
下
田
家
）
と
そ
の
生

活
用
具
（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
）

市
内
の
文
化
財

▲旧下田家住宅

▲羽村橋のケヤキ

少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期



②ウコッケイ ③サツマドリ

④ショウコク
⑤トウマル
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羽
村
市
動
物
公
園
に
は

天
然
記
念
物
の

日
本
鶏
が
い
ま
す

　

日
本
に
は
「
日
本
鶏
」
と

い
う
固
有
の
鶏
種
が
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
17
種
が
天
然

記
念
物
（
含
む
特
別
天
然
記

念
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

羽
村
市
動
物
公
園
に
は
、

特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
、
土
佐
の
オ
ナ
ガ
ド

リ
の
ほ
か
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
、

ヒ
ナ
イ
ド
リ
な
ど
の
天
然
記

念
物
の
日
本
鶏
が
飼
育
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

羽
村
市
動
物
公
園

　

℡
５
７
９

－

４
０
４
１

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

①土佐のオナガドリ

⑦オヒキチャボ
⑧チャボ
　(サンショクゴイシ )

⑨チャボ
　(ショウジョウ ) ⑩ヒナイドリ ⑪カワチャッコ

⑫シャモ

キリンは
サバンナ園にいます

いつ見ても愛くるしい
ミーアキャット

入り口を入ると
レッサーパンダがお出迎え

タ
ン
チ
ョ
ウ
は

日
本
池
に
も
い
ま
す

⑥クロカシワ

⑫シャ⑫シャモモ

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

少
年
期
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少
年
期

シ
リ
ー
ズ

特
別
支
援
教
育
⑦

教
員
の
専
門
性
の
向
上

教
員
の
専
門
性
の
向
上

　羽村市では、特別な支援が必要なすべての児童・生徒に対して適切な指導・支
援が行われるよう、教員の専門性向上のために、研修会などを行っています。

　これらの学校外の研修への参加以外にも、各学校では校内支援体制の整備・充実を図る
ため、校内における研修を行っています。また、教育委員会事務局では学校訪問時に、特別
支援教育の視点を加味した授業づくりや環境整備についての助言を行っています。

　学校や家庭における支援の充実を図るために、羽村特別支援学校や近
隣自治体との共催で、特別な支援が必要な児童・生徒の特性や支援の基本
などにかかわる講演会を５回行っています。
○羽村市主催講演会（初級コース）　7月24日（ゆとろぎ）
　　講演名：「通常の学級と通級指導学級の連携」
　　講師：大正大学人間学部教授　玉井　邦夫 さん　
　その他、初級コースとして7月23日に瑞穂町、7月25日に福生市、８月2日に青梅市で、中・上
級コースとして８月１日に羽村特別支援学校で、それぞれ講演会を行い、羽村市からも多くの教
員・市民が参加しました。

特別支援教育の基本的な考え方を習得する研修（講演会）

　体験実習や事例研究を通して、通常の学級の教員や特別支援教育支援員が、特別な支援が必
要な全ての児童・生徒に対する適切な支援や教科指導の方法
などに関する研修を行っています。
○体験実習
　６月20日に通級指導学級で、9月24日に特別支援学級（固
定）で体験実習を行い、全校から代表者が参加しました。また、
11月26日には、羽村特別支援学校での体験実習を予定して
います。
○事例研究・講義
　7月30日に「児童・生徒の実態に応じた教材の開発・活用について」と題して実態把握と支援方
法の検討について事例研究を含めた研修会を実施しました。

特別な支援が必要な児童･生徒への支援の方法を習得する研修
（体験実習・事例研究）

148人の
教員・市民が
参加しました！

▲場に適した言葉の用い方の提示

　2年目となる今年度は、教員のそれぞれの職に応じた役割の理解や専門性の向上を図り、モデル事業が
円滑に行われるよう職別研修を行っています。夏季休業中に、特別支援教育コーディネーターは中・上級
コースの講演会に、通常の学級の担任は初級コースの講演会にそれぞれ職別研修として参加しました。ま
た、１０月２２日には通級指導学級教員を対象として「特別支援教室における指導の実際」をテーマに、１０月
２５日には校長・副校長を対象として「校内における支援体制の充実に向けた管理職の役割」というテーマで
研修会を実施しました。

「特別支援教室モデル事業」の推進に関わる職別研修

問合せ　教育支援課特別支援教育係
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つなごう∞育てよう∞いっしょにつなごう∞育てよう∞いっしょに

紹介します！ 
小中一貫教育の取組み

紹介します！ 
小中一貫教育の取組み

　羽村市では、平成24年度から市内全小・中学校で小中一貫教育を実施し、市内の3つの中学校区
ごとにそれぞれの特性を生かした教育活動を進めています。
　第23回小中学生音楽フェスティバルでも小中一貫教育がもたらした取組みが行われました。

　10月12日㈯生涯学習センターゆとろぎで第44回羽
村市文化祭の一環として第23回小中学生音楽フェス
ティバルを開催し、市内小・中学校の吹奏楽部、金
管バンド、合唱部などが参加しました。
 第１部では、中学校３校による合同バンドの演奏が
行われ、小学生たちは、中学生の演奏をあこがれの
まなざしで鑑賞していました。

羽村東ジュニアオーケストラ
羽村西小学校金管バンド部
富士見小学校金管バンド
栄小学校金管バンド部
松林小学校５年生
小作台小学校ジュニアバンド
武蔵野小学校吹奏楽団
羽村第一中学校吹奏楽部
羽村第二中学校吹奏楽部・合唱部
羽村第三中学校吹奏楽部

　それぞれの学校が演奏したあと、第３部の終わりには、一中校区（羽村第一中学校・羽村東小学
校・羽村西小学校・小作台小学校）の小・中学校合同によるバンド「星空バンド」が演奏を行いまし
た。星空バンドは毎年８月に羽村西小学校で開催される「星空のコンサート」で結成されたバンドで、
音楽フェスティバルでの演奏は今年で２回目となりました。
　この「星空バンド」のように、他校と合同演奏を行うなどの取組みは、音楽を通して他校の児童・
生徒との交流を深めることにつながっています。

第23回小中学生音楽フェスティバル

問合せ　学校教育課指導係　内線376・377

出演校

少
年
期
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ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た

少
年
期

乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

　

11
月
１
日
㈮
か
ら
新
シ
ス
テ
ム

稼
働
に
よ
り
、
市
内
在
住
・
在
勤

の
利
用
者
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て

希
望
す
る
人
に
「
読
書
手
帳
」
を

配
布
し
ま
す
。

　
「
読
書
手
帳
」
は
、
自
分
で
読
ん

だ
本
を
記
録
す
る
手
帳
で
す
。
借

り
た
本
を
記
入
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
館
で
は
、

貸
出
中
の
書
名
を
シ
ー
ル
に
プ
リ

ン
ト
し
て
読
書
手
帳
に
張
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※

読
書
手
帳
は
な
く
さ
な
い
よ
う

に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※

返
却
済
み
の
本
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
た
め
記
録
を
残
し

ま
せ
ん
の
で
、
読
書
手
帳
を
紛

失
し
た
場
合
に
記
録
を
復
活
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

児
童
ま
た
は
広
域
利
用
の
利
用

者
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
、
希
望

す
る
人
に
は
、「
よ
む
ち
ょ
」（
手

作
り
の
読
書
手
帳
）
を
配
布
し
ま
す
。

　

使
い
方
は
「
読
書
手
帳
」
と
同

じ
で
す
。
羽
村
市
図
書
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
「
よ
む
ち
ょ
」
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
返
却
日
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う

（
次
に
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
）

・
返
却
が
遅
れ
て
い
る
人
に
は

「
督
促
」
の
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
登
録
し
て

い
る
人
に
は
、
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
本
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

・
書
込
み
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
次
に
利
用
し
た
人
が
不
快
な

思
い
を
し
ま
す
）

・
飲
み
物
や
雨
で
本
を
濡
ら
し
た

り
、
食
べ
物
の
シ
ミ
な
ど
で
汚

し
た
り
、
乱
暴
に
扱
っ
て
破
れ
て

し
ま
う
な
ど
、
弁
償
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
最
近
多
く
み
ら
れ
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
誤
っ
て
破
い
て
し
ま
っ
た
場
合

な
ど
は
自
分
で
修
理
し
な
い
で
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
図

書
館
で
本
専
用
の
修
理
剤
で
直

し
ま
す
。
（
濡
ら
し
て
し
ま
っ

た
時
は
、
早
急
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
）

○
館
内
は
静
か
に
し
ま
し
ょ
う

・
携
帯
電
話
の
使
用
や
大
き
な
声
で

　

の
会
話
は
遠
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
小
・
中
学

生
の
走
る
足
音
も
館
内
に
響
き

ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
（
階
段
で
の
足
音
や
会
話

は
、
特
に
響
き
ま
す
）

○
荷
物
を
長
時
間
置
い
た
ま
ま
席

を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
他
に
利
用
し
た
い
人
が
待
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
短
時
間
（
ト
イ
レ
な
ど
の
休
憩
）

の
離
席
時
で
も
、
貴
重
品
を
必
ず

持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
当
館

で
は
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
禁
止
事
項

・
館
内
で
の
飲
食
（
３
階
の
テ
ラ

ス
と
休
憩
コ
ー
ナ
ー
は
、
飲
み

物
は
可
能
で
す
。）

・
施
設
内
で
の
喫
煙
（
交
流
の
橋

も
禁
煙
で
す
。）

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://ham
ura-library.tokyo.jp

予
約
連
絡
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

libkanri@ham
ura-library.tokyo.jp

羽
村
市
図
書
館
１1
月
１
日
㈮
新
シ
ス
テ
ム
稼
働

　

図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。新
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
よ
り
、図
書
館
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

羽
村
市
図
書
館

問
合
せ

図
書
館
へ
行
こ
う
！

図
書
館
を
気
持
ち
良
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
読
書
手
帳
」配
布
し
ま
す

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

児
童・広
域
利
用
者
に
は

「
よ
む
ち
ょ
」を
配
布
し
ま
す



乳
幼
児
期

青
年
前
期

青
年
後
期

壮
年
期

高
齢
期

少
年
期

　

昔
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
が
時
々

ノ
ア
ザ
ミ
の
花
を
水
彩
で
描
い
て

た
こ
と
を
思
い
だ
す
。
ど
う
し
て
、

ノ
ア
ザ
ミ
の
花
な
の
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
母
曰
く
「
お
父
さ
ん

の
好
き
な
花
だ
か
ら
よ
」
と
。
私
は
、

花
と
対
話
な
ど
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
明
治
生
ま
れ
の
父
親
に
は
、

ど
こ
か
ノ
ア
ザ
ミ
の
花
が
お
気
に

入
り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
心
に
「
ス
パ
ル

タ
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
小
学
生

の
こ
ろ
か
ら
何
度
も
聞
か
さ
れ
、

育
て
ら
れ
た
。
未
だ
に
覚
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
私
も
ど
こ
と
な
く

ノ
ア
ザ
ミ
が
好
き
な
花
に
な
っ
た
。

手
の
ひ
ら
で
棘
を
そ
っ
と
触
っ
た

こ
と
も
、「
ス
パ
ル
タ
」
と
い
う
言

葉
も
今
で
は
遠
い
昔
の
話
で
あ
る
。

　

羽
村
の
教
育
を
し
っ
か
り
推
進

す
る
立
場
か
ら
、
学
校
で
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
垣
間
見
る
と
き
、

「
幸
せ
に
満
ち
た
表
情
の
子
ど
も
た

ち
」
が
ひ
と
り
で
も
多
く
い
て
ほ

し
い
と
願
う
。

　

そ
し
て
、
感
じ
る
こ
と
は
子
ど

も
た
ち
に
す
れ
ば
、「
誰
か
ら
も
叱

ら
れ
な
い
の
は
さ
び
し
い
こ
と
」

で
あ
る
。
学
校
現
場
の
先
生
た
ち

に
は
「
み
て
み
ぬ
ふ
り
は
し
な
い

で
ほ
し
い
」
と
心
か
ら
願
う
。
我

が
学
校
の
、
我
が
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
を
誰
よ
り
も
愛
す
る
教
師

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
先
生
方
に
は

体
当
た
り
し
て
、
自
分
を
さ
ら
け

だ
せ
る
教
師
で
い
て
ほ
し
い
。

　

特
に
、
校
長
先
生
次
第
で
学
校

は
変
わ
る
。
自
分
の
学
校
は
こ
う

し
て
経
営
・
運
営
す
る
の
だ
と
い

う
信
念
を
も
っ
て
羽
村
の
教
育
の

一
翼
を
担
っ
て
欲
し
い
。
古
里
「
羽

村
」
の
伝
統
の
中
で
、
先
達
に
鼓

舞
さ
れ
て
自
ら
学
び
、
感
じ
、
考

え
る
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
こ
か
ら

育
っ
て
い
く
と
確
信
す
る
。

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

▼
本
の
リ
ク
エ
ス
ト(

予
約)

・
借
り
た
い
資
料
が
貸
出
中
の
場
合

や
図
書
館
に
な
い
場
合
に
は
リ
ク

エ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。
本
館
の
ほ

か
小
作
台
図
書
室
、
各
分
室
で
受

け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
リ
ク
エ
ス
ト
の
方
法
は
、
窓
口

（
カ
ウ
ン
タ
ー
）
・
館
内
の
利
用

者
検
索
機
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

電
話
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
貸
出
期
間
の
延
長

・
期
限
内
に
読
み
終
わ
ら
ず
、
次
の

予
約
者
が
い
な
い
時
は
、
１
回
に

限
り
延
長
（
返
却
予
定
日
か
ら
２

週
間
）
が
で
き
ま
す
。
（
電
話
で

の
申
込
み
も
で
き
ま
す
）

▼
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

・
「
探
し
て
い
る
本
が
見
つ
か
ら
な

い
」
「
こ
ん
な
内
容
の
本
を
探
し

て
い
る
」
「
検
索
機
の
使
い
方
が

分
か
ら
な
い
」
な
ど
本
に
関
し
て

お
困
り
の
場
合
は
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
障
害
の
あ
る
人
へ

・
視
覚
障
害
者
登
録
を
す
る
と
録
音

図
書
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
ま
た

は
、
デ
イ
ジ
ー
版
）
が
３
本
ま
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
点
字
本
や
大
活
字
本
が
利
用
で
き

ま
す
。

・
対
面
朗
読
も
利
用
で
き
ま
す
。

・
来
館
で
き
な
い
人
に
は
、
電
話
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
図
書
の
申

込
み
、
宅
配
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
筆
談
で
の
受
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
図
書
の
返
却（
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
）

・
図
書
館
へ
行
く
時
間
が
な
い
、
返

却
日
に
間
に
合
わ
な
い
、
開
館
中

に
行
け
な
い
と
い
う
人
は
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、
本
館
、
小
作

台
図
書
室
、
羽
村
駅
西
口
連
絡
所

（
西
多
摩
農
協
本
店
内
）
、
三
矢

会
館
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
。

・
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
の
返
却
は
、
羽

村
市
図
書
館
の
本
の
み
で
す
。

・
Ａ
Ｖ
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
Ｃ
Ｄ
な

ど
）
や
他
館
借
用
資
料
、
紙
芝
居

は
、
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
の
返
却
は
で

き
ま
せ
ん
。

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

図
書
館
の
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス

7 はむらの教育 ２5.11.1

教
育
長　

角
野　

征
大

「
│
ノ
ア
ザ
ミ
│
（
薊
）
の
花
の
如
く
」



8はむらの教育 25.11.１

　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

I N FORMAT ION

羽村市体育協会
特定非営利活動法人

●
ホ
ー
ル

　

11
月
２
日
㈯　

邦
楽
（
大
ホ
ー
ル
）

　

11
月
３
日
㈰　

洋
舞
（
大
ホ
ー
ル
）

●
展　

示

　

11
月
３
日
㈰
ま
で　

洋
的
な
作
品

　

11
月
３
日
㈰　

茶
会
（
和
室
）

★
特
別
企
画「
オ
ペ
ラ
は
楽
し
い
」－

オ
ペ
ラ
の
神
髄
を
極
め
る

－

　

11
月
３
日
㈰
午
後
２
時
開
演（
小
ホ
ー
ル
）　

先
着
２
５
０
人 

　

歌
と
お
話
し　

羽
村
市
出
身
オ
ペ
ラ
歌
手…
大
井
哲
也
、
田

　

村
由
貴
絵

第
44
回 

羽
村
市
文
化
祭 

開
催
中

広
げ
よ
う　

高
め
よ
う　

羽
村
の
文
化
！

多
摩
地
区
で
活
躍
す
る
女
性
シ
ン
ガ
ー
ズ
「
く
に
た
ち
ジ
ャ
ズ

シ
ン
ガ
ー
ズ
」

日　

時　

12
月
23
日
㈪　

午
後
５
時
〜
５
時
45
分

会　

場　

ゆ
と
ろ
ぎ
ロ
ビ
ー

※

は
む
ら
の
教
育
９
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
羽
村
市
文
化
祭
は
、

「
第
44
回
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

第
44
回 

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

ＴＥＬ.５５５-１６９８

羽
村
市
文
化
協
会

第27回羽村市ふれあい綱引き大会
―東京都綱引連盟会長杯争奪―

日　時　平成26年1月26日㈰　 会　場　スポーツセンター
集　合　正午　開会式 午後0時30分　競技開始　午後1時　閉会式　午後4時30分（予定）
部　門　①町内会・自治会男子の部  ②一般男子の部  ③女子の部　④混合の部
　　　　⑤小学生の部(4年生以上の男女)　　　　　　　　　　　 ※①～④は中学生以上

第38回羽村市完歩大会
日　時　11月23日㈯　　集　合　午前9時までに玉川兄弟像前へ（正午終了予定）
申込み　参加費１人200円を持参し、体育協会事務局へ申し込んでください。

※申込方法など詳しくは広報はむら12/15号をご覧ください。

多摩川沿いを福生市方面へのウォーキング大会です。距離の違う3コース(4・8・12km)です。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
０-

２
５
５
８-

１
０
１
０

会　

場

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ


	newP01
	newP02
	newP03
	newP04
	newP05
	newP06
	newP07
	newP08

